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社会福祉法人しゅらの郷福祉会 

平成２５年度事業報告 

  当法人が設立されて６年を経過した平成２５年度は、より一層に利用者や地域から 

信頼される社会福祉法人となるよう各事業とも良質なサービスの提供と適正な事業運営に

努めた。多機能型事業所「あゆみ」においては、「一人ひとりが尊重され、大切にされる存

在である」という理念のもとに、就労移行支援、就労継続支援Ｂ型、生活介護の３事業に

ついて、利用する仲間の個々のニーズに合わせたサービスを提供した。ヘルパーステーシ

ョン「ウインドミル」においては、利用者の意思と人格を尊重し常に利用者の立場に立っ

たサービスを提供し事業運営の向上に努めた。そして契約者数の増加にも努力し事業収支

の改善を行った。「支援センターしゅらの郷」においては、相談支援センターぴんぽんでの

相談支援事業、藤井寺市委託障害児・障害者ふれあい支援事業、さらに障がい児等療育支

援事業などを積極的に実施した。 

 

○  法人運営 

法人事業の安定的・継続的経営と効率・効果的な推進を図るため事務局を中心に各事

業所間を調整し、円滑な法人運営並びに経営基盤の強化に努めた。 

（１）理事会・評議員会の開催 

  ① 理事会   ５回 

  ② 評議員会  ４回 

（２）経営委員会の開催 

   法人運営の円滑な推進を図るため計 10 回の経営委員会を開催し、重要な情報の

伝達、各事業所間の調整、新しい事業展開、法人が抱える課題点等について検討し

た。 

（３）財務管理 

   経営基盤の確立のため事業執行の効率化とコスト削減に努めるとともに、 

  経理事務を適正に処理した。 

（４）人事管理・人材育成 

   法人運営に必要不可欠な人材を育成していくため適正な人事管理に努める 

  とともに、社会福祉法人職員としての自覚、知識とモラールの高揚を図るため 

法人全体の研修会を次のとおり実施した。 
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ア 実施日時   平成 25 年 6 月 19 日（水） 

  実施場所   市民総合会館別館 305 号室 

  研修内容   ・梅花女子大学 心理こども学部・心理学科 

         教授 伊丹 昌一先生による講義 

         テーマ：行動分析の基礎 

 

イ実施日時   平成 25 年 11 月 28 日（木） 

  実施場所   あゆみ 

  研修内容   ・辻川圭乃弁護士によるセミナ－ 

         テ－マ：障がい福祉サ－ビスにおける虐待防止の対応 

・職員意見交換会（クル－プワ－ク：業務課題の解決） 

・懇親会 

 

○多機能型事業所「あゆみ」 

 

（１） 生活介護事業       （平成２６年３月末 定員２０名 利用者数２２名） 

日常生活または社会生活を営むことができるよう常時介護等の支援が必要な利

用者に対し、必要な介護・訓練を行うとともに創作的活動や生産活動の機会を提供

した。また作業等を通じて日常生活の維持向上を図った。 

（２） 就労移行支援事業     （平成２６年３月末 定員 ６名 利用者数４名） 

一般就労を希望する利用者に対して個別支援計画に基づき、就労に必要な知識・

能力の向上、職場実習等を通じ、個々の適性に応じて職場への就労定着を図る支援

を行った。また職場定着の為、生活面においては、健康の維持管理と自己管理を徹

底して、社会の一員としての自覚が持てるように支援を行った。 

（３） 就労継続 B 型事業     （平成２６年３月末 定員１４名 利用者数１８名） 

利用者が自立した日常生活・社会生活を営むことができるように就労の場を提供

し、生産活動その他の活動を通じて知識・能力の向上のために必要な訓練等の支援

を行った。 

（４） 生活支援 

日常生活の維持・向上、潜在能力の育成等を図るため、日々の作業を通じて自立

に向けての必要な支援を行った。 

（５） 作業活動 

基礎的な集団として、「スマイル班（就労移行）」、「むぎわら班（就労継続Ｂ）」、「さ

くらんぼ班（生活介護）」の３つの班を設け、班を中心に作業等の活動を行った。 

① 班編成 
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ア． スマイル班 （クラフト作業、軽作業、就労訓練、就職活動） 

イ． むぎわら班 （リサイクル作業、クラフト作業、農作業、軽作業） 

ウ． さくらんぼ班（軽作業、余暇活動、機能訓練） 

② 活動内容 

ア． クラフト作業 

 

祝い箸、クリスマス関連商品、座布団編み、ビーズ製品、コサージュ等の生

産・販売を行った。 

 

 

イ． 軽作業 

年間を通して定期的に入る NK プロダクツ、KK 企画、カタオカ、関西ヘヤ 

ピン工芸からの下請け作業に納期に遅れることなく取り組んだ。 

ウ． リサイクル作業 

利用者家族や地域（主に藤井寺地区）の協力を得てアルミ缶を回収・潰して

アサヒセイレンに販売するといった一連の作業に取り組んだ。（月２回津堂地

区の回収も請け負う） 

また、各家庭や学校などの公共施設に協力を得て、インクカートリッジの

回収・選別を行った。 

エ． 農作業 

各 2～3 名の班構成により、雑草抜きから畝作り・肥料まき等の農作業を通じ

て収穫の喜びを体験した。 

家族会の協力のもと、柿山での柿の収穫、販売をおこなう。 

利用者家族や地域の方の協力のもと、四季折々の無農薬野菜を栽培・収穫・

販売を行った。 

（６） 地域交流 

 藤井寺施設連絡会主催による定期的バザーへの出店や福祉まつり、道明寺梅まつ

り、観音祭り、ふじいでらわっしょいでの授産製品の販売及び「あゆみ祭り」を開

催するなどして地域との交流に努めた。 

（７） 職員研修 

外部研修受講  12 件 

（８） 事故・苦情受付等 

ひやりはっと 16 件   事故報告 5 件   苦情受付 4 件 

 

 

○ヘルパーステーション 「ウインドミル」 
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（１）居宅介護・重度訪問介護 

契約者             10 名（26 年 3 月現在） 

月平均利用者数         5.4 名 

月平均サービス提供時間数    40.9 時間 

 

一人平均サービス提供時間    7.5 時間 

（２）移動支援 

契約者             53 名（26 年 3 月現在） 

月平均利用者数         38.9 名 

 

月平均サービス提供時間数    736.6 時間 

一人平均サービス提供時間    18.9 時間 

 

（３）ヘルパー数    21 名（26 年 3 月末現在） 

 

（４）職員研修 法人内全職員研修 １回  事業所内研修  12 回 

（５）関係機関・連絡会   参加状況 

           藤井寺市障害者自立支援協議会 

           羽曳野市居宅介護・移動支援事業者連絡会 

（６）事故・苦情受付 

           事故         ５件 

           ひやりはっと     ３件 

           苦情         ０件 

 

 

○支援センタ－しゅらの郷 

 

（１）障がい者（児）相談支援事業 （相談支援センター ぴんぽん） 

障がい者（児）がその有する能力・適正に応じ、地域において自立した日常生活、社

会生活を営むことができるよう、利用者の心身の状況や環境に応じ、相談支援を行った。 

 また、行政や福祉サービス事業者との密接な連携に努め、障がい者（児）の有する能力

を如何なく発揮できる環境づくりと、相談支援事業と言うともすれば敷居が高くなりが 

 

ちな事業イメージの改善を目指し、「いつでも立ち寄れる場所」「気軽に相談できる場所」
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の提供とイメージづくりに努めた。 

 

① 相談実績 

訪問相談    318 件 

外来相談（電話・メールなど含む） 592 件 

② 指定特定相談事業 

   

計画相談    34 件 

 

③ 指定障がい児相談事業 

  対象者     9 件 

 

 

（２）藤井寺市委託障害児・障害者ふれあい支援事業  

  藤井寺市から委託を受けて、障害児、障害者に学齢期、成人期それぞれに合わせたプ

ログラムを準備し、幅広いニーズに対応した余暇活動の支援を行った。 

 

① 利用登録者数  186 名 （児童 87 名、成人 9９名）  

② 利用実績 

   ア 開所日数  302 日 

    イ 利用人数  6,098 人 

   ウ 支援プログラム 

     創作活動、音楽レクリエーション、落語レクリエーション、映画鑑賞、ハンディ

カラオケ、紙芝居レクリエーション、体操レクリエーション、室内レクリエーシ

ョン、ふれあいサロンなど 

   エ 教室 

        水墨画教室、書道教室、茶道教室、手芸教室 

    オ クリスマス会 

    開催日時：平成 25 年 12 月 14 日 

    開催場所：藤井寺市民会館別館 305 号室 

    参加者 ：児童 27 名 成人 9 名   

  ③療育相談   

職員による療育相談・毎月 1 度専門の先生に来ていただいての療育相談を行った。 

   療育講座 平成 25 年 5 月 20 日 梅花女子大学 教授 伊丹昌一先生による講座 

 

   テーマ：就労・自立に向けて身に付けておきたいこと 
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（３）大阪府障がい児等療育支援事業・機関支援 

  ・地域における発達障害等に関する情報交換の場として、教育、医療、福祉、、就労等

の関係機関や、保護者等の地域関係者が集い、事例研究や講師を招いての講義等を

実施した。また、発達障害児・者や保護者に対する療育について、情報及び意見交

換の場を提供した。 

・事業所に対する訪問及び電話による助言・指導若しくは研修などの方法による人材

育成・機関支援を行った。 

   機関支援  50 件 （定例学習会  11 回  19 時~21 時含む） 

 

（４）ペアレント・トレーニング 

    

（５） ソーシャルスキル・トレーニング 

    

（６）サマースクール 

 

 障害のある児童生徒の夏休み中のレクリエーション、また、長期期間中の保護者に対す

るレスパイト。同時に一般の方々にボランティア活動を通じて障害児者福祉への理解を深

めてもらう機会として企画した。 

  開催日時：平成 25 年 8 月 1 日 

  

 開催場所：  藤井寺市立道明寺東小学校 

  参加児童；21 名 

  ボランティア：50 名 

 

（７）職員研修 

  内部研修  12 回 

  外部研修  10 回 

 

（８）ひやりはっと・事故報告書等 

   ひやりはっと 9 件 

   事故報告書  7 件 

 


